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肺 結 核 症 二於 テ未 グ確 タル特殊 治 療 法 ノ登 見 セ

ラル ・二到 ラズ、專 ラ封 症療 法 ラ事 トス ル今 日、

假 令豊 ナ ラズ トハ云 へ、 爾 幾種 カ ノ吾 人 ノ有 シ

テ居 ル方 法、例 ヘ バ 「ワ クチ ン」療 法、光 線 療 法 、

「リパ ー ゼ」賦 活療 法等
、 夫 等 ノモ ノテ如何 ナ ル

揚 合 二使 用 スベ キ カ ト云 フ夫 々 ノ實 験 的 臼標 ラ

ー ッ ナ リ トモ多 ク加 ヘ ンコ トモ亦 焦 眉 ノ急 トシ

テ吾 々 ノ望 ム所 デ ア ル。

斯 ル時 二於 テ白 血球 ノ機 能減 弱 ガ肺 結 核 症 二於

テ眞 二存 スル トセ バ、之 叉 上記 目的 二封 スル重

要 ナ ル 目標 ノー タル コ トテ失 ハ ナ ィデ ア ラウ コ

トハ今 更 縷 述 ス ル テ要 シナ イ。

從 來 白血 球 ノ機 能 ラ論 ズ ル ニ ソ ノ最 モ古 ク、 且

汎 ク行 ハ レテ居 ル方 法 ハ ソ ノ異 物貧 喰 能 テ検 ス

ル所 ノモ ノデ アル。 而 モ ソ ノ方 法 ハ 必 ズ シモ軍

一 デナ 久Wright/Opsonin試 験{ユ)
、Neufeld

/Tropin試 験 《m、大谷 氏 血 漿喰 菌 試 験 法(3}等

ソ ノ著 明 ノモ ノニ馬 ス ル ガ、 ソ ノ他 ニ モ實 二多

ク ノ種 々考 案 ガ回 ラサ レテ居 ル コ ト ガ 知 ラ レ
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墨粒貧喰能 ト核分葉数トノ相互關係

白血球全倣ト貧喰率トノ關係

綜合的考察

ノレo

凡テノ方法二於テ方法 ソノモノニ關スル夫々ノ

得失テ有 スル以外 二、貧喰 セラル可キ封象二依

リテ意義モ亦種々二異ル可キデアラウ。著者ハ

先 ヅ最モ非特殊的二、且最モ自然 二近 キ駄態二

於 テ白血球 ノ機能強弱ラ知 ラント欲 シ、最近二

嚢表セラレタル森氏 ωノ墨粒食喰能検査法 二準

糠 シ、且ツ之二梢 篭自己ノ考案テ加味 シ、此條

件 二於 ケル検査成績 テ本篇二於テ卒直二紹介 セ

ントスル次第デアル。検査ハ著者 ガ襲 キニ駿表

セル肺結核症 ノ血液像検査 ト同時二行ハ レタモ

ノデァッテ、其鐵輩ナル貧喰能検査 バ ヨリモ

更二参考 トナル可 キ多 クノモノラ藏 スル。例ヘ

バ血液像 ハ軍ニ ソノ形態學的検査ニヨル各 篭ノ

種類 ノ増 ノミテ表示 スルモノデナイ。殊 二白血

球 二於 テ近時次第ニソメ機能検査法ガ精細ナル

手方テ完成 スルヤ、 ソノ機能的異常ハ叉直接ニ

ソノ形態學的所見 トモ密接 ナ關係 ヲ見出 シ得搏

シトナス學者 ガアル。是等 ノ貼二就テモ亦些力
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鯛 レル コ トラ得 ル次 第 デ アル。

實験方法

研 究 材 料。 嚢 キニ螢 表 シタル血 液 疎 検 査 二於 テ

封象 トナ セル健 康 人 及 ビ肺 結 核 患 者 二就 キ 同時

二食 喰 能 検 査 テ帥 日 二施 行 シタ。

食喰 能 検 査 方 法。 紅 花 墨 ラ リ ンゲ ル氏 液(食 盤

7・5瓦 、盛 化 加 里0。3瓦 、盤 化 「カ ル チ ウム」,0。2

瓦 、 重炭 酸 「ナ トリ ウムjO・1瓦 テ蒸溜 水1000

琵 二溶 解 シ、熱 氣 清 毒 ス〉 二磨 リ溶 カ シ、 毎 常

略 丸同 一 ノ濃度 ト シ、 之 ト耳 朶血 液 トテ常 二等

シ イ割 合 二 白血 球 算 定 用 「ピペ.トJ内 二 吸 引混

和 セ シメ、 然 ル後 載 物 硝子 上 二滴 下、 覆 蓋 爾 子

デ蒸 畿 セザ ル ヤ ウニ覆 ヒ、 「ワぜ リ ン」ラ以 テ ソ

ノ邊 縁 テ封鎖 シ、 一 時 間鮮 卵 器 内 二静 置 シタル

後 取 出 シテ検 鏡 ス ル。 而 シテ中 性多 核 白血 球 百

個 テ激 へ、 ソ ノ中 ノ貧喰 セ ル モ ノ ・百分 率 テ算

出 シ タ。

本 法 ハ森 氏(4ワ 施 行 セ ラ レタ方 法 トハ 次 ノ鮎 二

於 テ異 ナ ル。

1.載 物 硝 子 上 二 墨 粒 ノ「17fル ムjテ 豫 メ作 ル

コbヲ シナ イ。 此 「フィル●ム」二附 著 セル 墨 粒 ハ

著 者 ノ観 察 二依 ル ニ加 ヘ ラ レタ血 清 中 二浮 游 シ

テ プ ラ ウ ン氏 運 動 テ螢 ミ、 白1血球 二囁 取 セ ラ レ

ル モ ノ デ ア ツ テ、 廷旺清 ガ稀 繹 セ ラル ・コ ト殆 ン

ドナ キ黙 二於 テ甚 グ巧 妙 ナ ル モ ノデ アル。 ガ著

者 ハ方 法 二於 テ モ亦 検 査 セ ラ レタル時 間 内 二於

テ白血 球 ハ傷 足 ラ出 シ、 活 壌 ナ ル墨粒 貧喰 作 用

ラ螢 ミ、 健 常 人 二於 ケ ル ソ ノ率 ハ下記 二示 ス通

リ何 人 ノ成 績 ニ モ劣 ル モ ノナ イ コ トヲ信 ズ ル。

1.氏 ノ方 法 ノヤ ウニ 「ノイ トラー ル」赤 色 素 テ

以 テ白血 球 ノ生 盟 染 色 テ試 ム ル コ ト ガ ナ カ ツ

タ。 假 令 「ノ イ トラー ル」赤 ガ最 モ細胞 ノ機能 ヲ

損 フ コ トノ寡 キ モ ノ デ アル コ トガ知 ラ レテ居 ル

ニモ セ ヨ、 爾 出來 得 ル限 リ斯 ク ノ如 キ操 作 デ避

ケ ンコ トラ努 メ タ。 帥 チ約1ケ 月 鹸 二亙 リ、 無

染 色 ノ儘 白血球 ノ穎 粒 細 胞 、 大 輩 核 、 淋 巴 細 胞

ノ類 別 観 察 二 腐 心 シ タ。 實 地 二當 リ習 熟 ス レ

バ、 是 等 ノモ ノニ關 ス ル限 リ、 殊 二墨 粒 浮 游 液

ト云 フ背 景 二於 テ鑑 別 ハ非 常 二困 難 デハ ナ ィ。

勿 論 染 色標 本 ヨ リス ル百分 率 ト余 ノ生禮 鑑 別 ニ

ヨル百 分 率 トノ比 較 ラモ試 ミ、 多 ク ノ場 合 一 致

スル成 績 テモ墾 ゲ ル コ トガ出來 タ ノ デ著 者 ハ鑑

別 二成 功 セ ル コ トテ固 ク信 ジテ居 ル。

核 分 葉 数 算 定 法。 喰 細胞 ノ墨粒 貧喰 能 テ検 査 セ

ル際 二同 時 二耳朶 ヨ リ探 血 シタル血 液 テ以 テ別

二塗 抹 標 本 ヲ作 製 シ
、May-Giemsa氏 液 ニ テ染

色 シタル後鏡 検 シ、 中性 多核 白血 球 個 々 ノ核 分

葉 数 テ記 載 シ、 ソ ノ全 中性 多核 白血 球 ノ李 均 核

分 葉 数 テ求 メ タ。

實験成績

被検症例疾病状態 ノ簡輩 ナル紹介拉 二得 タル

成績 ノ逐一 ノ値 ラー括 シテ末篇二之 テ掲 ゲ、

設明二便ナ ランガ爲 メニ次 ノ如 ク便宜上 ノ統

計學的慮理 ヲ行 ヒ、節テ追フテ 内容 テ検討 ス

ノレo

第一節 著 者 ノ操作 方 法 二依 ル

樹 照健康 人 白血 球 墨粒貧喰 率

健康封照例24名 、ソノ墨粒貧喰李均傘ハ約94・2

%ヲ 算 スル。 之 ヲ男女別二考察 スレバ男95。9、

女92・7%デ アツ テ、宛 モ女 子 二低 イモ ノ 、ヤ ウ

テ アル ガ・此 女 子 ノ低 キ値 ハ60%ト 云 フー 特 例

ノ影 響 ラ受 ケ タ モ ノデ、 ソ ノ差3 .2ハ 雨者 ノ李

均誤 差 》m～+M22/3倍 以 下 デ ァル カ ラ意 義

テ有 シナ イ。 此結 果 ガ輩 二例 数 ノ少 イ丈 ニ ョル

モ ノデ ナ イ コ トへ 次 ノ比 較 的例 嶽 ノ多 カ リ シ

患 者 ノ場 合 二於 テ之 テ男女 二魑 別 スル時 、 矢張

リ何 等 ノ著 シキ差 異 テ見 出 シ得 ナ ィ コ トニ ヨツ

テ凡 ソ眞實 デ アル ニ相 違 ナ ィ1第1表 参 照)
。
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讐騰1難}峯要一
第 二 節 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル

自 血 球 墨 粒 貧 喰 能

肺 結 核 患 者 二於 ケ ル成 績 ヲ ソ ノ度撒 分 布 表 第2

表 ヲ作 製 シ テ 考 察 スル ニ、 患 者 貧喰 卒 李均 値

87.25ハ 健 康 者 貧 喰 李 均 値94・2=比 シテ明 力

s低 値 デ ア リ、 ソ ノ差6.95ハ 確 カ ニ誤 差 範 園

テ脱 シテ居 ル。 勿 論 患 者 二於 デ普通 ノ貧喰 卒 テ

示 スモ ノモ可 成 リ多 ク、 從 ツ テ患者 デ ハ ソ ノ中

二屡 、貧 喰 率 ノ低 下 テ認 ム ル コ トガ アル コ トテ

教 ヘ ラ レル。 爾 患 者 二 於 テ 男 女 別 二考察 スル

モ、 ソ ノ間 二何 等 ノ差 異 テ見 ナ ィ コ トハ 同 表激

値 ニ ヨツ テ示 サ レテ居 ル。
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第 三節 肺 結 核患者 自血球 墨 粒

貧喰率 ト病型 、縛 蹄 トノ關係

次 デ著者ハ貧喰率 ノ病型及 ビ其経過 二封 スル大

盟 ノ關係 ラ把握 セントシテ、患者 ノ肺患ヲ先ヅ

ッルバン氏法二依ツテ分類 シ、次 デ増殖、滲出

ノニ型 テ分チ、又好轄、停止、進行 ノ三轄蹄 テ

轟別 シテ、夫々二方杢ケル貧喰i奪ノ度婁交分布 テ言己

載 シ、 ソノ統計値 テ算出 シタ。第3表 ガ夫デア

ル。之 二依 ツテ考察 スルニ、各種項目二於テ貧

喰卒 ノ差異 ヲ見出スルモノニ、掲 リ病竈 ノ大小

ガアツテ、他ハ何 レモ之 ト無關係二存 スル。言

食 喰傘 ト病型 トノ關係

＼
貧壷

＼
率＼

患者全例
病 竈 ノ 大 サ 病 型 縛 蹄

一一 一副P一圏一幅{

一 皿i皿 墳 刷 滲 出 好 刷 停 止 睡 行

40 11 1 1 1

45 1 i
501
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換 ヘ レバ病 竈 大 トナ リツ ルバ ンニ依 ル病 期 ノ進

ム ニ從 ツテ貧 喰 傘 ノ低 下 テ認 ム ル モ ノガ多 クナ

ル ノ ア ア ル。

第四節 墨粒貧喰能 ト核分葉歎

トノ相互關係

今墨粒貧喰能 ト核分葉撒トノ相關テ明カニセン
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ゴ

ノガ撒二於 テ多 ク、從 ツテソノ中ニモ或ハ甚ダ

シク多キ核分葉準均撒 ラ示 シ、或 ハ著 シク塞 キ

核分葉李均撒 ラ示 スモノガアルコトヲ語ルニ過

ギナィ。又左端 二近 ヅケバ近 ヅク程低卒 ノ貧喰

能 ラ有 スル個激 ガ寡 クナリ、從 ツテ最モ普通二

頻出スル正常李均核分葉数 ガ現バ レルニ至ルノ
なのや

ア ア ルo

第 五 節 自 血 球 全 敷 ト貧 喰 峯

ト ノ 關 係

白 血 球 撒 ト貧 喰 卒 トヲ 同時 二検 査 シ タ 健 康 者

24例 カ ラ得 タ成 績 二就 テ 爾 者 間 ノ相 關 表(第5

表 〉ラ作 製 シテ、 其 ノ關 係 テ知 ラ ン ト試 ミタガ、

両 者 間 二密 接 ナル モ ノア ル ラ見 出 シ得 ナ{檬 デ

ア ル。 更 二表 二示 サ ・"ルモ男 女 間 ノ差 異 二關 シ

テ 同様 ノ試 ミヲ行 ッ タ ガ、 又 其 ノ關 係 ヲ明 ニ ス

ル コ トヲ得 ナ カ ツ タ。

次 二患 者 測108例 カ ラ得 タ成績 二就 テ雨 者 間 ノ

關係 テ前 記 同檬 二試 ミタガ、 之亦 雨 者 間 二密 接

ナ ル關係 テ見 出 サ ナ ィ(第6表 参 照 〉、叉 男 女 別

二試 ミ タガ同 様 デ アル。

診 ク トモ患 者 二於 テ ハ白 血球 数 ノ多 少 二不 拘 喰

喰能 ハ減 退 ス ル コ トガ アル ノデ アル。

第5表 封照 二於 ケル白血球轍b食 喰率
■

トノ相 關關係
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第6表 患者二於 ケル白血球籔 ト貧喰率

トノ相關關係
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第六 節 綜合 的考察

以上ヲ綜合 スルニ、次 ノ如 キ考察 テ下 シ得ル。

即チ肺結核患者申ニハ屡 丸ソノ白血球貧喰牽 ノ

著 シク低 イモノガアル。而 シテソノ出現率ハ專

ラ多 ク病竈 ノ大小二關係 シ、病竈面ガ廣ケヒバ

廣 イ程不活霰 ナ白血球 ガ末梢血管内 テ循行 ス

ル。肺結核患者二於 テハ同時 二著明 ノ核左方移

動 テ示 スガ、此傾向ハ叉病竈面 ノ大ナルニ從 ヒ、

ソシテ滲出型、轄蹄 ノ不良ナルモノニ於テ更二

著 シク現バ レル。併 シ、左方移動 ノ著明ナルモ

ノ必ズシモ墨粒貧喰能 二於 テ劣 レリトハ限 ラナ

イ。一般 二患者 トテモ貧喰能爾旺盛ナルモノデ

ハ ソノ左方移動核 テ有 スル白血球ガ紗ウ トモ墨

粒貧喰能二關 スル限 リ何 レモ相當 ノカラ有 シ居
レルコトテ信ぜ シムルモノガアル。反封ニー般

二貧喰能 ノ衰ヘタルモノデハ分核撒 ノ如何 テ問

ハズ喰菌減退 ヲ呈 シテ居ル。而モ此貧喰李減退

ハ專 ラ病竈 ノ大小 ト關係 スル所 ノモ ノデ アツ

テ、之テ言換ヘルナラバ核ハ假令著 シク左方移

動性テ示 シテ居テモ、尚旺盛 ナル喰菌力テ有 ス

ル白血球 ガ肺組織 ノ結核性破壊面大 イナル程、

愈 竃多 ク障碍 テ受ケテ退行性 ノモノテ交ヘルニ
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至 リ、 之 ラ末 梢 血 管 中 二牧 容 スル ニ至 ル ノモ ノ

デ アル ヤ ウ解 セ ラ レル。

文 獣 二徴 ズ ル ニ核 分 葉 籔 ト貧喰 李 トノ關係 テ論

ゼ ル モ ノ、從 來 ニ モ ソ ノ撒 二乏 シ トシナ イ
。 然

レ ドモ ソ ノ得 タル結 果 二於 テ ハ必 ズ シモー致 ス

ル慮 ナ 久 例 ヘバ 森 田 ㈲ノ如 キ三 乃 至 四 核 細胞

二於 テ喰 菌 作 用 強 シ ト云 ヘ ル ア リ
、Busse{6),

Pottenger{7),Ponder(8)ノ 如 キ核 分 葉 撒 ト貧喰

度 トノ間 二密 接 ナ ル相 關 テ認 メ ザ ル ァ リ、 反封

二Kaplan{9),山 下(10)ノ如 キ 核 分 葉 嶽 ノ塞 キ 細

胞 二於 テ却 ツテ強 盛 ナ ル貧 喰 卒 テ謹 明 セ リ トナ

シテ居 ル モ ノモ アル。 此 中 二於 テ観 察 ノ結 果 テ

最 モ良 ク塵 理 シ得 タモ ノニ山 下 氏 ノ如 キ ラ塞 グ

ル コ トガ出 來 ル ガ、 氏 ハ貧 喰 ノ程 度 ヲ更 二幾 ツ

カニ分 類 シ、 之 ト核 分 葉 撒 トノ柑 關 ラ求 メ、核

分 葉 撒 ノ寡 キ程 旺 盛 ナル貧 喰 作 用 テ呈 スル コ ト

ラ明 カニ シ テ居 ル。

第7表 健 康男子 二於 ケル成績

灘 馨翁性㈱ 響 騰 購
291XI 157

153

167

172

公

夢,

,笈

,,

登,

,,

33

34

35

40

42

45

49

53

58

58

6。02。7898。6

241XI 7。22.8196.7

11/X皿 6.62.76100.0

201xπ 7.53。1696.0

15/XI 145

173

9.52.6197.4
'221X皿

◎
8.32,8094。2

11XE 159,,

174,,

168,,

171,,

169丹

4。02.9498.5

26枢 皿 7.72.2797.3

11血 5.82。5980.9

181X皿 8.12.8898.4駕

131X皿 5910.22σ8498.6

以 上 ノ事 實 ハ健康 者 又 ハ夫 二準 ズル場 合 二於 テ

ー般 ノ事 實 トシテ承 認 セ ラル ・所 ノモ ノ デ アル

ヵ モ知 レナ ィ。然 ル ニ余 ノ今 日取 扱 ヘ ル所 ハ專

ラ結 核 患 者 二贋 シテ自 ラ事 情 テ異 ニ スル ガ故 二

暫 ク余 ノ見 解 テ將來 ノ研 究 二保 留 セ ンコ トラ約

ス ルo

次 デ肺結核症二於テハ圭 トシテ動物實験的二山

下ハ所謂退行性移動 ノ存スルコ争ヲ主張 シタ。

健常ナル際二於 テ分核撒寡 キ程貧喰能ハ却 テ旺

盛 ナル可キニ不拘、掲 リ結核症二於 テ屡 ≧貧喰

能 ノ減退 テ認ムルコトハ余モ亦之 ト所見テ同ジ

クスル。而モ余ハ此食喰率減退 ノ因 テナスモノ

ガ分核撒 ノ移動 ト云フコ ト・ソノ本源 ヲ異ニ

シ、一 ツハ結核性病攣 二基 ヅキ直接細胞 ノ被 レ

ル傷害 デアリ、一ツハ佃禮 ノ感染二封 スル反慮

デアル次第 テ主張スルノデアル。

第8表 健康女子二於ケル成績

馴 馨姦
81X皿

201XI

171XI

10/XI

131XI

4/Xll

271XI

131X皿

61XI

4/XH

81X皿

61Xfi

6/X旺

165

149

147

139

143

162

155

170

135

璽
塑
璽
塒

性別

9,

,,

,葺

,轡

撃,

,,

年齢

20

万

22

一25

26

28

30

菰

堕

47

一50

一50

一57

白血球藪
千軍位

7.7

9.5

7。0

5.5

6.2

4.6

6.9

3.8

8.8

10.2

嗜中性白
血球李均
核分葉籔

性
球
率

中
血
喰

嗜
白
貧

2.76`97.0

2。42

2,71

2.35

2.85

2.60

3.13

3。16

2.65

2。48

6.6

1…91

2.40

2.72

2.76

88,6

100.0

90.1

61.3

100。0

95.3

81.1

92.8

98.5

97.5

100.0

100.0

第9表 男子肺結核 患者二於 ケル成 績

検̀ 査 月 日

1933年

14/V皿

26/V"

22/IX

261V皿

221VI

111v皿

611X

検 査

番 號

55

35

95

36

151

53

79、

性別

♂

年齢

14

一15

一
15

一
17

[
17

一
17
』
17

白血球藪
千軍位

9.6

5.2

7。4

9。2

7。3

11.2

10.2

白
均
轍

性
李
葉

中
球
分

嗜
血
核

2。84

3.06

2.05

1。97

2。00

2.25

2.15

嗜中性
白血球
貧喰傘

98.3

80.3

89.5

67。7

91。9

96.0

85。9

症 状

好榑性 墳殖 型、閉鎖性、右肺門

好樽怪、場殖型、 閉鎮性、右肺門

好轄性、壌殖 型、閉 鎮性 、右肺 門

好轄性 滲 出型 、開放性、右 下葉及 左上葉

進行性 墳殖型 、閉鎮性 、右肺 門

好縛性、培殖型 、閉鎮性、左上葉

進行性、増殖型、 閉鎮性、左肺 門

一

一 一

型

一

葉上

'

溝
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進行性 。滲 出型、 開放性、 雨肺全葉、 空洞

進行性、滲 出型、 開放性、右全葉、空洞 『
停止性 、滲 出型、 開放性、 左全葉及右上葉

進行性 、滲 出型、 開放性、 雨肺全葉、 空洞

好縛性、墳殖 型、 閉鎮性、右 上葉一
停止性、壇殖 型、 開放性、 左全葉 及右 上葉

進行性、滲 出型、開放性、左全葉及右 上葉、空洞一
停止性、壇殖型、開放性、雨側上葉

進行性、滲出型、開放性、雨肺全葉

停止性、増殖型、開放性、右上葉

進行性、滲 出型、開放性、左全葉、空洞一
進行性、滲 出型、開放性、雨肺全葉、 空洞

停止性、滲 出型、閉鎮性、左全葉、空洞一
進行性、滲 出型.開 放性、左全葉及右下葉

停止性、壇殖型、開放性、左全葉一
停止性、滲 出型、開放性、右全葉及左上葉、空洞一
停止性、壌殖型、閉鎮性、左上葉一
停止性、増癒型、開放 性、右全葉及左上葉

進行性、滲 出型、開放性、左全葉及右肺門、空洞
}一

停止性、壌殖型.開 放性、左全葉 一
停止性、滲 出型、開放性、右全葉一
停止性、培殖型、開放性、左上葉、空洞一}
停止性、墳殖型、開放性、右上 中葉一
停止性、壌殖型、閉鎮性、雨側上葉及右肺門

停止性、滲 出型、開放性、左全葉一
好縛性、増殖型、閉鎮性、右全葉

停止性、壌殖型、 開放性、左上葉_一

停止性、培殖型、 開放性、雨側上葉、空洞 一
進 行性、滲 出型、 開放性.左 全葉

●

進行性、 滲出型、 開放性、雨側 上葉

停止性、 増殖型、 開放性、左全葉及右 上葉一
進行性、 滲出型、 開放 性、雨側全葉、 空洞

停止性、壌殖 型、 開放性、 雨側 上葉 ____　 甲一一

好樽性、 増埴 型、閉鎮 性、 雨側 全葉

進行性、 滲出型、 開放 性、右 全葉__一

停止性、壌殖型、開放 性、右上 中葉一_一 一

好轄性、堆殖 型.閉 鎮性、右 上葉及 雨肺門腺一
進行性、滲出型 、開放 性,雨 側全葉 、空洞

好縛性、増殖型、閉鎮性、雨側全葉一
進行性、滲 出型、蹴 放性、雨側全葉、空洞 一
停止性、滲 出型、閉鎮性、右全葉、空洞一
進行性.滲 出型、開放性、雨側全葉 一
停止性、培殖型、開放性、雨側上葉一
停止性、培殖型、開放性、右上葉及左全葉 一
進行性、滲 出型、 開放性、雨側全葉

進行性、滲 出型、 開放性、雨側全葉、空洞
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ζ

121V皿

30/X

5/V皿
{

17!IX

13/1X

7/V皿
一

261VI

51V皿

9/vm

121XI

21/IX

21/VI

281V∬

'麹

き
tレ

茎懸

,

紅

》

」

～

、

,へ

←

28/V∬

7/vm

191V∬

141V皿

10/V∬

231V皿

15/1X

23!vm

71V皿

281VI

31V∬
1

24

30

17

90

%

19

一10

必

49

41

%

3

37

38

娼

30

25

22

65

88

66

⑳

11

16

1

1

♂

,,

33

一34

一34

一34

一35

～35

…35

…36

【37

　38

【39

【39

茄

　璽

41

聴

巫

㎝45

一坐

堕

翌

聖

52

一69

10.2

10.8

8.0

12。2

9τ1

2.33

1。92

1.75

1.81

2.11

5.0

5。2

.7。4

7.4

12.0

9.4

7.8

11。0

8。2

8.0

8.0

8.8

10。4

14.8

7.0

13。4

7.4

7.4

4.8

87.1

62.8

88.1

100.0

38.7

1、72

2。34

2.24

2.75

1。99

2.2gl

l…1;1
1.931

2、40

2.42

2.副

2・011

2.031

2・14i

82.8

93.9

94.9

92。5

92.1

80.5

94.0

100.0

98。6

97.2

98.0

96.8

69。2

94。9

87.2

1.75[00。0

1.66{

lill{

89.5

62.1

75。0

停止性、壌殖型、 開放性、右全葉及左上葉、空洞

進行性、滲 出型、 開放性、雨側全葉、空洞

停止性、滲出型、 開放性、 雨側 全葉、空洞

進行性、滲出型、 開放性、雨側全葉

停止性、増殖型、 開放性、左全葉及右上葉

停止性、増殖型、 開放性、右上葉及左 中葉

好縛性、増殖型、閉鎮性、左全葉及右肺門

進行性、滲 出型、 開放性、右全葉及左上葉、空洞

停止性、墳殖型、 開放性、雨側上葉

進行性、墳殖 型、 閉鎮性、左全葉、空洞

進行性、培殖 型、 閉鎖性、左全葉、空洞

停止性、堆殖型、 閉鎮性、左上葉及右 中葉

停止性、増殖型、開放性、雨側上葉

停止性、滲 出型、 閉鎮性、左下葉

停止性、増殖型、開放性、右全葉及左上葉

進行性、滲 出型、 開放性、 雨側全葉、空洞

停止性、壇殖 型、開放性、左全葉

停止性、増殖 型、 開放性、左全葉及右上葉

進行性、滲 出型、開放性、 雨側全葉、空洞

停止性、増殖型、 開放性、左全葉

進行性、滲出型、 閉鎮性、雨側全葉、空洞

進行性、滲 出型、 開放性、 雨側全葉、空洞

好樽性、壇殖 型、 閉鎮性、右全葉及左上葉

停止 、 殖型、閉鎮.、 右上 及雨側肺門

一
葉、空洞

洞 一
洞

一
葉

葉

門

葉、空洞一

一 一

葉一

一
葉

洞 一

葉一
洞

一
洞

洞一 一
葉

肺門

第10表 女子肺結核患者 二於ケタレ成績

査 月 日
1933年

§

検査
番號 性別

i

年畔懸墜
　

嗜中性白i嗜中性
血球李均 白血球
核分葉敬 貧喰1奪

ご

症 状

18/IX 92 ♀ 121 16.2 1.77 66.3

82.3

}　 }一

進行悠 滲出愁 開放性、雨側全葉

301VI 13 ,ひ 14 18.4 1.47 進行性、滲 出鉱 開放怯 雨側全葉、空洞

31/V皿 40 ,華 15 9.8 2.37 98.6 停止性、滲出型 開放性 右下葉

2!V皿 41 舞, 16 11.6 2.45 100.0 停止性、増殖型、閉鎮性、 右 中葉

111X 23 ,, 16 6.0・ L95 71.5 進行 惚 滲 出型、 開放性、 右全葉、空洞

251VI 7 ひ, 16 6.0 1.67 100.0 進行性、滲 出愁 開放性、左全葉 及右肺門、空洞一
18/V皿 、60 》, 16 1.3 2.05 100.0 停止性、培殖型、 開放性、右全葉

22/X 121 参・多 16 7.8 2.51 98.5 修止性.墳 殖型、閉鎮性、左肺門一
1811X 91 ,, 17 8.2 2.16 95.2 好轄性、墳殖 型、閉鎮性、右 下葉

18/V皿 59 ,, 17 10.6 2.14 96.3 進行性、滲 出型、 開放性、左全葉及右上 中葉
剛

301V皿 72 ,, 19 10.4 2.56 92.2 進行性、滲出型、 開放性、左上葉 歯
眺

3/IX 76 ♪, 20 20.2 1.54
{

100.0 進行性 滲出愁 開放性、雨側全葉

31V旺 39 ♪, 21 4.、83.13 98.0
…_

好縛性、墳殖 型、閉鎮性。 右上葉

211V皿 32 ひ2 22 7.2 2.11 80.9 好輔性、塘殖 型、 開放怯 右全葉、空洞
{

21/V皿 31 コリ 22 4.o 2.79 100.0
一

好轄性、墳殖型、閉鎮性、右上葉

211V皿 64 ,, 23 4・Oi 2.69 74.5
マ}一

陛 生性・増殖型、閉鎮性、 左全葉

19/V田 29 ,,}24 4.2}2.03;100.0!停 止 性、 塘 殖 型」 閉 鎮 性、 雨 側 上 葉 一
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21漂 洪ll選 一llll};1…ll謙識 離1欝
空洞

30/VI14.t2510.41.73176.9、 好樽 性 、 増殖 型 、 閉 鎮 性 、 右 上 葉 及 左 肺 門 、

・ノIXZ・1"255・6匹37182・8醸 臆 騰 開撒 左全葉及右Ut*pa - 、

6:llll/,lll引ii}/・-lil隆ill鴇lil灘1馨 鷲 鴇雛1論 萎葉、
17/V皿28i"275・4

-2.・4f%・7塑 　鰺 出型、 鰍 怯 左全藪 右欄 、・翻
171VII27・ ・2710・02・57197・5好 轄 性、 塙殖 型、 開放 性、 左 上 葉 及 右 中葉

　 　

231VI6"278.8i2.12!100.0停 止 性 、 墳殖 型 、 開放 性、 左 全 葉 、 空 洞1
ミ ョ

231VI5,,276.62.0090.1停 止 性 、 滲 出型 、 開 放 性 、 雨 側 全 葉 、 空 洞1

311X.75"2812.61.76100・0停 止性 、 墳殖 型 、 閉 鎮 性 、右 上 葉;

301V皿71,,318.82.6392.8好 韓 性、 墳殖 型 、 閉 鎮 性 、 左 全 葉

22/IX96Js3212・01・9582・gl進 行 性、 滲 出型 、 開放 性、 左 全 葉 及 右 肺 門 、 空董

30!X129,,437.02.1285。9!再 正性 、 滲 出型 、 開放 性、 左 全 葉 及 右 上 葉,

結 論

1.墨 粒食喰 ヲ目標 トシテ定メタル白血球 ノ機

能検査 二於 テ、肺結核患者中ニハ ソノ機能低下

テ認 ムルモノガ屡 支存 スル。

1.肺 結核症 二於 テ病竈 ノ大小、滲出、増殖 ノ

ニ型、好轄、停止、檜悪 ノ轄餓、以上三者 ノ夫

々二於ケル食喰率 ノ相違ラ比較考察 スル時、掲

リ病竈面 ノ大小 ト貧喰能 トノ間二密接 ナル關係

テ登見スル。即チ、病竈 ノ大ナレバ大 ナル程貧

喰卒 ノ低下テ示スモノガ屡 く現 バレル。

1.肺 結核症 二於 テ白血球 ノ墨粒貧喰卒 ト李均

核分葉敷 トノ相關ラ求ムルニ密接ナル關係 ヲ認

メ ナ イ。

又 墨粒 貧喰 卒 ト白血 球 全 激 トノ間 ニ モ密接 ナル

相 關 ナ ク、 何 レモ掲 立 シタ現 象 二屍 ス ル。

1.之 ヲ要 ス ル ニ肺 結 核 症 二於 テ貧 喰 能 ノ減 退

ラ來 ス所 以 ノモ ノへ 假 令 ヘ バ申番 作 用 ニ ヨリ

直接 白血 球 ノ受 ケ タ ル傷 害 ニ シテ、 個 禮 ノ感 染

二封 スル生 物 學 的 反 慮 トハ別 個 ノ關係 二立 ツモ

ノデ アル ラ シイ。 ・

欄 筆 ス ル ニ臨 ミ、 終 始御 懇 篤 ナ ル御 指導 勉 二

御 校 閲 ラ賜 ハ リシ、所 長 日置博 士 二謹 ミテ謝
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